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谷清雄「環境保全に貢献する繊維技術と繊維材料」『科学と工業』73 － 1，1999 年。
福井県商工労働部『「実は福井」の技』2008 年。
松尾達樹「最近の繊維研究・技術・開発」『加工技術』40 － 11，2005 年。
拙稿「北陸繊維企業の産業用途への展開」『富大経済論集』54- 2，2008 年。
ᵈ
１　曲げてもポッキリ折れにくい性質。しなやかさ。
２　谷（1999），p26。
３　同上，p26。
４　松尾（2006）p2。
５　2009年6月2日に行ったヒアリング調査による。           
６　2009年8月4日に行ったヒアリング調査による。
７　無縫製加工（ホールガーメント）で世界的に有名な和歌山県の島精機は丸編である。
８　福井県産業労働部（2008）p94参照。
９　まれにきれいな水が流れると，バクテリアが死滅してしまう。
10　2009年7月31日の東京内覧会でのヒアリング調査による。
11　「繊研新聞」2007年6月25日。
12　これも，ウールにポリエステルの寸法安定性を付与するなど，従来からポリエステルが得
意としてきた役割である。
13　2009年10月17日に行ったヒアリング調査による。
14　コンクリートへの根の侵入を防ぐ。
15　福井県産業労働部（2008）p19参照。
16　2009年11月20日に行ったヒアリング調査による。
17　価格ベースでは若干差が小さくなる。
18　2009年6月26日に行ったヒアリング調査による。
19　歴史展開については，同社提供資料も参照した。
20　粒状の中間製品。
21　容器包装リサイクル法の詳細については，財団法人日本容器包装リサイクル協会Web「容
器包装リサイクル法とは」参照のこと。
22　拙稿（2008）のE社の有機溶剤削減やカーシート用面ファスナーのリサイクル対応性，F
社の使用水再利用もここに含まれる。もっとも繊維産業自体は，他産業に比べて，もともと
環境負荷の小さい産業である。
23　染料による染色は分子レベルで繊維に入り込む必要があるため，何度も洗浄や乾燥を繰り
返す必要がある。顔料は表面に乗るだけなので工程が短く，熱や水を大幅に節約できる。同
社ではナノテクを駆使して，顔料でも落ちにくい染色方法を開発した。
　　また，染料では素材を選ぶ（たとえば分散染料ではポリエステル，酸性染料ではナイロン）
が，同社のインクジェット顔料タイプは，素材を選ばない。ナイロンでもポリエステルでも
綿，ポリエステル /コットンなどでもプリントが可能である。
24　泉谷（2009）pp14-18。
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